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業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 29 年５月 16 日に公表いたしました平成 30 年３月期の業績予想

を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

また、平成 30 年 3 月期において、下記のとおり特別損失を計上する見通しとなりましたので、

お知らせいたします。 

記 

 

１．業績予想の修正について 

平成 30 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 29 年 4 月 1日～平成 30 年 3 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主
に帰属する
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 14,560 611 644 366 77.79 

今回修正予想(B) 13,551 365 409 131 28.05 

増減額(B-A) △1,009 △246 △235 △235  

増減率(%) △6.9 △40.3 △36.4 △64.2  

(ご参考)前期実績 
(平成 29年３月期) 13,341 423 500 219 46.60 

 

平成 30 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 29 年 4 月 1日～平成 30 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 8,696 289 478 307 65.43 

今回修正予想(B) 8,142 91 283 160 34.16 

増減額(B-A) △554 △198 △195 △147  

増減率(%) △6.3 △68.5 △40.7 △47.8  

(ご参考)前期実績 
(平成 29年３月期) 8,374 321 504 301 64.09 

 



２．修正の理由 

 主に水産事業において、期末にかけて受託製品の受注低迷や工場稼働率低下等により収益環境が

悪化したことに加え、子会社の奄美クルマエビ株式会社の収益面での回復が計画から遅れ、「固定

資産の減損に係る会計基準」に基づき特別損失に減損損失を計上する見込みです。 

 なお、期末配当金につきましては、前回公表している数値から変更はございません。 

 

３．特別損失の計上について 

 子会社の奄美クルマエビ株式会社が保有する固定資産について、「固定資産の減損に係る会計基

準」に基づき、減損の兆候が認められる当該固定資産に係る回収可能性を検討した結果、減損損失

を特別損失に計上するものであります。 

 なお、対象物件は鹿児島県奄美市の養殖施設で減損損失額は 100 百万円です。 

 

※上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は今後の

様々な要因によって変動する可能性があります。 

以上 

 


